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南北 2つの

る花さすもている O

出によって

って

その

の天竜)11沿いに分布する震厚約 70m は持病町和知野付近を模式地として，和知野南部と中谷以

を含んでおり，のマトリックスに花嵩岩，片麻岩のはアルコースである O 和知野付近の

もまれではなるような大臣2mにとするが，を30"'50cmの淘汰は良くなし'0

なり円欝度はややただ和知野付近のものとも淘汰の悪い臣撲から成っている Oい。千木沢JII下流の

このはさみまた中部に厚さ約 3mの青灰色砂岩を一枚はさんでいる O円撲のものがかなり多し ¥0良く，

中の上部，下部で岩相の変化はあまり見られない。基盤とは不整合で接し，上部の大を別にすれば，
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とは整合で接する O から中谷へのびる に突出した花 を墳に，それより北には

回

るが，このことにより

布している O また

によって

810mの半借山の

の西側が約 400m

がごく小規模に分

したことがわかる O

田，御供，}II回付近に分布し，アルコース質砂岩，シルト岩，凝灰岩などの互層より成る o 1 

枚の層は 10 cm程度であるがなかには 2"'3mのものもある O 全体的にほど階東に傾いている O 御供

付近では凝灰岩，シルト岩，紗岩の互層中に厚さ 15cm"'20cmの亜炭腎を一枚介在しており，また白

凝灰岩中に植物化石を含んでいる o 111田，温回付近は間結したアルコース砂岩と i舌l結していないシルト

紗岩との互層となっている o JII田では基底磯岩とみなせる厚さ 1m ほどの撲岩の露頭が存在する O 御供の

北の神社付近では基盤に不整合にのっているのがみられ，北条付近で大下条層に整合で移り変るのがみら

れる O 従来本層は和知野震の上位層とされていたが，和知野層と拡同時異相の関誌にあることがわかったO

その根拠については

ι大 下

でのべる O

は，和知野，南条，千木沢JII，北条，柳沢，小中 に広く分布し，アルコース砂岩，ア/レコ

ス をキとするが，ときにシルト岩を さ 130"-'190mに るO 柱状留に ように，和知野

付近の本層は直径 10~20cmの円擦を主とする瞭岩層とアルコース砂岩膚とがほぼ閉じ割合で分布する。

千木沢JIIでも最大 5"'-'10cmほどの円撲を含む穣岩層がみられるが，その割合は少なくアルコース

が卓献している O また，千木沢川付近のみ中部に併岩，シルト岩からなる五層が存在する O 北条付近では

擦はほとんど含まずアルコース砂岩のみよりなる O このように本層拡甫ほど粒度が粗く，北へいくほど縮

かくなっている O また上部，下部による岩棺の棺違はそれほどはっきりしないが，上部ほど細かくなって

いるようである O また，本砂岩中にはクロスラミナが非常に良く発達している O 千木沢JIIにおいて向斜構

造がみられるが，両翼の傾斜はともに 50"，-， 100 程の非常にゆるやかなものである O 西部の官車スラスト

に沿う地域は上位の新木田層と共に東へ 300
"， 400

傾斜している(断面 ab)。

5.新

平久付近を中心に大那木， ，西条付近に分布し，調へ約 100
，，-， 200傾いている O cd) iま

20 '" 30 mで，岩棺は分布地域すべてにわたりほとんど一様であり，塊状に割れる

し，まれに層状をなす特徴的なシルト岩が最上部に存在するのがみられる O

6. 

シルト宕をギと

阿南町大森付近を中心に大那木部部，田上，小中 分布する O 層}享は 50m以上あり，岩相変化の激

しい層である O 凝灰岩，浮E'萄アルコ

ほどの部層からなる o (柱状閣参照)小

ス砂岩，シルト岩，凝灰質砂岩の互層からなり数。nから数 10 cm 

には向斜が存在し，本j替の最上部と思われる約 5mの惇さの

シルト官がみられる O 大森の北の は南へ約 100傾いている O

111 地

各 おける でに述べたのでここではキに において確認した について
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し， と を堵している O この の により の東側，幅約
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がめくれあがち東へ約 300""400
と している O また，

しており，

されたが，このうち ら弁当山に事る

30mのlE断層がみられた。また平稲田から

をはさんで両側の岩椙が著しく異なることから

はほ される O 本断j曹は

は約 3mの が観察される O

に延び、る推定断麿が考えられる O これは

された O 一方，小中尾付近の半島状に突

きで、 の西に， から のま予向の カミ るO
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と

は和知野層を整合におおうとされているが，次の理由により温田層と

は問時異相の関係にあるといえる O まず，和知野層と温田層は共に， I直接整合で大下条層におおわれ，

とはi直接不整合で接している O おのおのの分布地域は，中谷付近の小さな半島状基盤を墳としてはっき

り2つにわけられる O そのため和知野層と温田層は直接接するところ誌なく，両者の関係ははっきりしな

い。しかし，両者の間には断層などの変位はないので，地質断面図，柱状鴎に示されるように，

の関徐にあるとみなされる O 従来は，千木沢JII中流に分布する青灰生砂岩を温出層に入れ，温出

の

るなら 出

としてきたが，この砂岩は標高 380mほどのところに分布し，もし御供付近に対比す

部，あるいは大下条層の最下部層に対比される O また和知野付近にはf晶子田障に

く見あたらなし ¥0 また温田層の最下部には，基底磯岩が見られるが，これを和知

に対比するのは層厚があまりにも違いすぎることからいっても不自然、である O 千木沢111沿いの

には，飽にも青j夫邑砂岩，シルト岩などが分布しており，開題の青灰色紗岩は大下条麗に対比される

ほうが層位的にもむしろ好都合である O また温田層の下部に基底磯岩が存をしても何ら不思議はない。 し

かも温田層と和知野躍の分布は，半島状の基盤により墳されているので，両層はこの基盤により 2つの

分けられた同時異相であると考えた方がよいと思われる O

2.海北関金地の対比

同時期に した北の斑によれば，門原}11の南部に の上部に相当する 490mの所に ost

rea bedが， 500 '" 505 mの所にCh 1 arny s c f. k a n e h a r a i (Y 0 K 0 Y AMA) ， S i 1 i q u a c f. j a 

ponica DUNKER，賊ac orna a f f. p r a e t e x t a (U. MA R T E N S )が産出したO 南盆地では大下条躍

に，標高 490m，510m， 550mの 3点に ostrea bedが半島状の基盤を毘むようにして存在している O

また標高 540mの所に Chlarnys cf. iwarnurensis ITOIGAWA， pecten sp.， Terebratulina 

gouldi DALL が産出したO これらはほぼ同じ標高であり，両盆地ともアルコース砂岩中にみつけられ

たので岩相も同じである O さらにすぐその上部にはシルト岩層が存在する点も同じである O 以上のような

ことから北盆地の中部砂岩層と窮盆地の大下条層は，その上部が対比され，大下条層上部が堆積する時に

はもはや南北両堆積盆地はつながっていたといえる O その下の層は両盆地においてかなりの相異がみられ
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におにおいてもシルトは，北盆地の田のそのるが，

いてもよく一致している O

V 
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